
40 岩村田 
令和７年度 学校関係者報告書 

岩村田高等学校 
１ 評価者 学校関係者（学校評議員４名） 
２ 方法 第 2 回学校評議員会[２/13（金）]及びその後の郵送で「学校自己評価」を配布し、学校概要を説明し

た。「評価報告書」（A：十分満たしている B：満たしている C：満たしていない の 3 段階評価、感
想・助言欄あり）配布し、後日その回答を郵送で受領した。 

３ 評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 主な助言 

(1)学習指導 
・タブレット端末使用など、時代に即した指導がなされていると思います。 
・探究的な学びには「他者（社会）とつながる」事の重要さも入っています。 
・教室以外で自己学習が進んで出来る学習室の他、廊下の空間を利用して学習できるように配備している。 
(2)進路指導 
・外部講師を招いての進路講話は入試直前の 3 年生には刺激になる。 
・進路通信他、細かな対応ありがとうございます。指導方法も多岐にわたり先生方の研究・導入も難しいと思

います。生徒が更に奮起する為の仕掛けやきっかけづくりもお願いします。 
(3)生徒指導 
・現金盗難が多発したのは、非常に残念である。⼦どもたち同⼠疑⼼暗⻤に陥ることのないよう、環境も整え

て頂けたらと思います。 
(4)特別活動 
・高校生も社会の一員として奉仕活動も増やし、地域との交流も楽しんできただきたい。 
・探究活動などを通じて、まずは地域を知り、自主性や自発性を身につけ社会に羽ばたいていけるよう今後も

ご指導をお願いします。 
(5)開かれた学校 
・HP がもう少し見やすくなると更に良いかと思います。 
・岩高祭の盛況は嬉しい限りです。引き続き、工夫を凝らし岩高の魅力を発信して頂きたい。 
・岩村田の名を冠した学校として、岩村田商店街はもちろん岩村田小学校、岩村田保育園、岩村田教会（小雀

保育園）等、岩村田の名の付く団体の主となって岩村田を盛り上げて欲しい。 
(6)職員研修 
・先生方の研修先、内容を具体的に明示して頂ければと思います。 
・教員不足の中、本当に大変だと思われますが、無理をなさらぬよう、今後も⼦供達のために、よろしくお願

いいたします。 
 

 １ ２ ３ ４ 総合 
学習指導 A B A A A 
進路指導 B B A A A 
生活指導 B B C A B 
特別活動 A B A A A 

開かれた学校 B B A A A 
職員研修 B B A A A 



令和７年度　長野県岩村田高等学校の教育方針と目標に対する評価　４０岩村田

１ 心身の調和のとれた健全な人間の育成

２ 協調性に富み、道理をわきまえ、円満な団体生活を営み得る人間の育成

３ 現代文化に貢献し得る基礎的学力を具備した人間の育成

４ 質実剛健にして勤労を愛好する人間の育成

５ 自主的・意欲的で創造性の豊かな人間の育成

１ １

２ ２

３ ３

４

領域分野 具体的活動目標 A B C まとめと今後の課題

教育課程委員会
　令和4年度入学生から実施している教育課程について課題を明確にし、本校の実情に即した
形に改善することを目指す。また、カリキュラム編成と観点別評価を更に研究し、適切に実施
できるようにする。

9 8 0

概ね目標を達成できた。再来年度から年間の
総単位数が減少するため、それに向けた教育
課程の編成を、適切に行っていきたい。

探究係
 １、２年対象の「探究の時間」では、テキスト・ワークシートを用いた学習、個人・グルー
プでの探究活動を行い、年度末には成果発表会を行う。学級を超えた活動を通じて、論理的・
分析的思考とコミュニケーション能力を養う。また、単なる調べ学習で終わらせないために、
地域のさまざまな機関と連携をしながら探究活動の深化を促す。 8 9 0

「単なる調べ学習にならないように」という
目標達成のためにも、生徒自身がさらに意欲
的に取り組めるような課題設定に導けるよう
方法を研究する。これまで運営してきた探究
を学校全体のものにしていくことが課題。そ
のためにも、生徒観、指導観はじめ学校づく
りについての議論を活発にしていく必要があ
る。

進路係
「生徒たちに確かな学力を身につけさせ、あらゆる機会を捉えて大学進学を中心とする各自の
進路希望の実現に向け尽力する」 8 7 0

長期休業時にオープンキャンパスに参加する
ことを課題にするなど学年での取り組みが定
着した。入試方式が多様化する中、個々への
対応には出来るだけ応えていきたい

教務係
　タブレット端末などのICT機器、WiFi環境の適切な配置と利用を進め、生徒が主体的に学習
活動を進められる環境を整える。また、ICT機器を有効に活用していけるよう、研鑽を積む。

11 5 1

Wi-Fi環境が校舎内全域に配備され、どの場
においてもICT機器(surface・iPad等)を用い
た授業を行うことができた。引き続き、より
有効に活用していけるように計画・改善をし
ていきたい。

生徒会係
　自らの考えを仲間と共有しながら生徒会に関わる諸活動を主体的に実践し、課題解決能力を
養うことができるように指導する。今後も地域とのつながりを大切にした新たな活動を模索し
ていく。

7 9 0

リーダーの育成とコミュニケーションスキル
向上のために、通年での諸活動や新規活動へ
のチャレンジを生徒主体でできるようにアプ
ローチしていきたい。

１学年
探究の授業を通して自己の理解に努め、自分と社会のつながりを考える中で、探究すべき課題
や進路の方向性を見つけ、自ら学び、思考する学習姿勢を身につけていけるよう指導する。

8 6 0

探究活動では「地域を知る」をテーマに１年
通して取り組んだ。夏休み中など積極的に取
材に出かける姿が見られ来年度に繋がると考
える。また、進路指導では東京方面の大学見
学を実施し、生徒の進路意識を高めることが
できた。

２学年
　あらゆる場面の活動に対して主体的に取り組み、経験や視野を広げ個々の学びを深めること
で、自ら学び向上しようとする姿勢を身につけていけるよう指導する。

7 9 0

自らの進路を意識して、主体的に学習に取り
組む姿勢が見られ始めてきた探究活動では、
学校外での体験や調査を行ったグループもあ
り、自主的な学びを深めることができた。進
級後もさらに自らの進路に向け、自発的な取
り組みを期待したい。

３学年
　これまで行ってきた自己分析と社会理解をより具体的な将来にむすびつけ、今取り組むべき
ことを考えさせ、着実に実行できるよう指導する。多くの情報を効率よく取得し有効に利用し
ていく。こまめな面談により進路希望の明確化とその実現につなげて行く。 7 6 0

総合型入試や推薦入試を受ける生徒が増える
中、探究学習の中で得た経験などを活用して
入試に臨めた者がいた。繰り返し行った面談
を通じて進路希望を明確にし、保護者と連携
してその実現に繋げる指導ができた。

生徒指導係
　生徒相談係や各担任等と連携を取りながら、いじめ等の早期発見に努める。情報モラル等の
適切な指導については講演会を行ったり通信を発行したりして啓発に努める。

6 10 0

現金盗難が多発してしまい、安心安全を確保
できなかったことが課題である。生徒の防犯
意識が高まる働きかけを課題とする。

生徒相談委員会
 生徒が気軽に利用できる相談室の運営を行い、カウンセラーの相談へと繋げていく。また、
外部機関の案内もさらに充実させる。毎週委員会を開催し、様々な相談に素早く対応できるよ
うに努めるとともに、「学校生活実態アンケート」等を行い、生徒一人ひとりの悩み・困り感
に目を向けていく。

10 7 0

カウンセリング実施、特別配慮審議等を通し
て生徒状況に応じた支援方法を検討し、年間
４回のアンケートから生徒の悩みを把握し、
関係職員と連携して対応した。今後も生徒支
援、特別配慮制度の対応に向けて、学校全
体・専門機関と連携して具体的方策を検討し
ていく。

ＰＴＡ
　ＰＴＡの連携を深め、より多くの保護者の方が参加交流しやすいＰＴＡを目指す。またＰＴ
Ａ行事等への積極的な参加を呼びかけ、諸活動を通し学校の教育活動や生徒の成長に寄与する
取り組につなげる。

8 7 1

学校内外行事等でPTA役員の参加が例年以上
協力頂けた。来年度は高P連関係の行事も増
える運びで、引き続き学校祭でのバザー実施
等校内での活動も維持し、保護者役員協力の
体制のもとで活動にあたりたい。

１学年
　多様化する生徒の、日々の様子や変化についての連絡を密にとっていくなど、保護者が安心
して生活できる学校を保証する。また、三者面談や個別面談などで卒業後の進路希望や学校生
活の悩みなどを共有し共通理解を深める。 9 5 0

三者面談、個人面談を積極的に行い、保護
者・生徒とのつながりを密にすることができ
た。また、進路講演会を実施し意識を高める
ことができた。また、学年通信を通して保護
者が学校行事を知る機会を増やした。来年度
も引き続き取り組みたい。

２学年
　保護者向け講演会や懇談会など幾多の機会を通して生徒一人一人の社会的自立に向け必要な
基盤となる能力や態度を育てるための必要な連携をしていく。

9 7 1

生徒との定期的な面談、年2回の保護者懇
談、保護者向け進路講演会等を通じて進路希
望や学校生活の悩みなどを共有してきた。学
年進路通信等を通じて折々の学校の様子や行
事予定、生活の指針などを発信してきた。

３学年
　生徒との面談、又は保護者向けの講演会、学年通信など、更には7月と12月の保護者懇談の
場を中心に、生徒や保護者と意思疎通を図り、生徒の希望進路の実現に向けお互いに協力して
いく。

7 6 0

学年通信の発行回数が少なかったが、進路通
信や保護者懇談、進路講演会の際などに保護
者との意思疎通を図ることができ、連携して
進路実現をはかることができた。

学
校
運
営

地
域
連
携

教務
　保護者や地域との連携をより深められるよう、ホームページ等を活用し、本校の日々の活動
や学校行事の様子、進学などの情報を積極的に発信する。また、オクレンジャーも活用しなが
ら、情報提供を多く行う。 7 9 0

各種行事等の情報発信をタイムリーに行うこ
とができた。ＨＰ・オクレンジャー等も活用
し、情報提供に努めた。ホームページは、よ
り学校の様子が分かるように、工夫しながら
更新・改善をしていきたい。

教
育
活
動

教
育
課
程
・
学
習
指
導
・
進
路
指
導
・
特
別
活
動

教育方針

中期的長期的目標 今年度重点目標

修篁（岩高のこころ）
を大切にし、変化の激
しい社会を生き抜く力
を育成する。

探究的な学習活動において、生徒が共働的な学びを通じて対話力を高め、他者とのつながりを
意識した学びを醸成する。

（今年度１）
探究的な学習活動に
おいて、生徒が共働
的な学びを通じて対
話力を高め、他者と
のつながりを意識し
た学びを醸成する。

（今年度２）
生徒が自ら考え主体
的に学び続ける姿勢
と社会に柔軟に対応
できる力を育てる。

生
徒
指
導
・
保
護
者
連
携

回答数
２２

（今年度３）
教職員一人ひとりが
人権感覚を磨き、い
じめや体罰のない安
心・安全な学校づく
りに取り組み、生
徒、保護者の思いを
共感的に受け止め共
に成長していく姿勢
で日々の教育活動に
臨む。

（今年度４）
岩高の良さを積極的
に発信し、地域との
連携を大切にする中
で岩高の特色化を考
える。

本校に寄せる地域の思
いを積極的に受け止
め、開かれた学校づく
りを進める。

岩高の良さを積極的に発信し、地域との連携を大切にする中で本校の特色化を考える。

生徒が自ら考え主体的に学び続ける姿勢と社会に柔軟に対応できる力を育てる。

教職員一人ひとりが人権感覚を磨き、いじめや体罰のない安心・安全な学校づくりに取り組
み、生徒、保護者の思いを共感的に受け止め共に成長していく姿勢で日々の教育活動に臨む。

新学習指導要領の導入
により、より充実、工
夫されたカリキュラム
編成を研究し、実施す
る。

今年度重点目標



令和８年度　長野県岩村田高等学校の教育方針と目標に対する評価　４０岩村田

１ 心身の調和のとれた健全な人間の育成

２ 協調性に富み、道理をわきまえ、円満な団体生活を営み得る人間の育成

３ 現代文化に貢献し得る基礎的学力を具備した人間の育成

４ 質実剛健にして勤労を愛好する人間の育成

５ 自主的・意欲的で創造性の豊かな人間の育成

１ １

２ ２

３ ３

４

領域分野

教育課程委員
　令和５年度入学生より運用している教育課程の課題を整理し、本校の実態に応じた改善を図
ることを目標とする。特に来年度以降の総単位数の変化に伴う、カリキュラム編成を探究し、
適切な運用につなげる。

探究係
　１、２年対象の「探究の時間」では、テキスト・ワークシートを用いた学習、個人・グルー
プでの探究活動を行い、ゼミでの指導を経て年度末には成果発表会を行う。学級を越えた活動
を通じ、論理的・分析的思考とコミュニケーション能力を養う。NIE指定校としての活動も取
り入れ、情報を活かし社会に目を向けて主体的に考え行動する力を育む。また単なる調べ学習
で終わらせないよう、地域のさまざまな機関と連携をしながら探究活動の深化を促す。

進路係
「生徒たちに確かな学力を身につけさせ、あらゆる機会を捉えて大学進学を中心とする各自の
進路希望の実現に向け尽力する」

教務係
　安定したICT環境と学習ツールを整備し、生徒が情報活用能力を発揮しながら、主体的・対
話的で深い学びを実現できるよう支援する。

生徒会係
　自らの考えを仲間と共有しながら生徒会に関わる諸活動を主体的に実践し、課題解決能力を
養うことができるように指導する。今後も地域とのつながりを大切にした新たな活動を模索し
ていく。

１学年
  生徒自らが社会の一員としての自己を主体的に捉え、対話や探究活動を通して他者とのかか
わりの中での様々な課題を自ら解決していく力を身に付けさせる。

２学年
　学校の中心としてあらゆる場面の活動に対して主体的に取り組む。また、様々な経験を通
し、視野を広げ個々の学びを深めることで、自ら学び、向上しようとする姿勢を身につけてい
けるよう指導する。

３学年
　これまで行ってきた自己分析と社会理解をより具体的な将来にむすびつけ、今取り組むべき
ことを考えさせ、着実に実行できるよう指導する。多くの情報を効率よく取得し有効に利用し
ていく。こまめな面談により進路希望の明確化とその実現につなげて行く。

生徒指導係
　生徒相談係や各担任等と連携を取りながら、いじめ等の早期発見に努める。情報モラル等の
適切な指導については講演会を行ったり通信を発行したりして啓発に努める。

生徒相談委員会
 毎週の相談委員会、相談室の運営、学校生活アンケート実施等を通して、生徒一人ひとりの
悩みや状況を早期に把握して、多様な相談への対応に努める。また、カウンセリングや専門機
関へ繋げ、生徒の状況に応じた支援・配慮の方法を検討する。

ＰＴＡ
　ＰＴＡの連携を深め、より多くの保護者の方が参加交流しやすいＰＴＡを目指す。ＰＴＡ行
事等への積極的な参加を呼びかけ、諸々の活動を通し学校の教育活動や生徒の成長に寄与する
取り組につなげる。

１学年
 日頃の生徒の様子や変化をとらえて対応し、保護者と連絡を密にとりながら、生徒や保護者
が安心して生活できる学校を目指していく。また、三者面談などで生徒が思い描いている将来
像や学校生活の悩みなどに対応していく。

２学年
　クラス替えを通し、様々な人との繋がりの大切さを学ぶ。また、保護者向け講演会や懇談会
などの機会を通して生徒一人一人の社会的自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育てるた
めの必要な連携をしていく。

３学年
　生徒との面談、又は保護者向けの講演会、学年通信など、更には7月と12月の保護者懇談の
場を中心に、生徒や保護者と意思疎通を図り、生徒の希望進路の実現に向けお互いに協力して
いく。

学
校
運
営

地
域
連
携

教務係
  ホームページのリニューアルを通して、学校の教育活動や生徒の姿をわかりやすく発信し、
学校の魅力をより正確に伝える。また、情報発信の質と頻度を高め、地域、保護者との双方向
の連携を深める。

本校に寄せる地域の思い
を積極的に受け止め、開
かれた学校づくりを進め
る。

生徒が自ら思考し主体的に学び続ける姿勢を育むとともに、社会の変化に柔軟に対応する力を
涵養し、進路実現へとつなげる。

教育方針

中期的長期的目標 今年度重点目標
修篁（岩高のこころ）を
大切にし、変化の激しい
社会を生き抜く力を育成
する。

探究的な学習活動における協働的な学びを通して、生徒が地域社会を含む多様な他者との関わ
りを意識し、対話を重ねながら課題を解決していく力を身に付けることを目指す。

教
育
活
動

教
育
課
程
・
学
習
指
導
・
進
路
指
導
・
特
別
活
動

（今年度１）
探究的な学習活動に
おける協働的な学び
を通して、生徒が地
域社会を含む多様な
他者との関わりを意
識し、対話を重ねな
がら課題を解決して
いく力を身に付ける
ことを目指す。

（今年度２）
生徒が自ら思考し主
体的に学び続ける姿
勢を育むとともに、
社会の変化に柔軟に
対応する力を涵養
し、進路実現へとつ
なげる。

生
徒
指
導
・
保
護
者
連
携

（今年度３）
教職員一人ひとりが
人権感覚を高め、い
じめや体罰のない安
心・安全な学校づく
りに組織として取り
組むとともに、生徒
や保護者の思いを共
感的に受け止め、共
に成長する姿勢で
日々の教育活動に臨
む。

（今年度４）
岩高の良さを追求
し、本校の特色化を
推進するとともに、
その魅力を積極的に
発信する。

新学習指導要領の導入に
より、より充実、工夫さ
れたカリキュラム編成を
研究し、実施する。

教職員一人ひとりが人権感覚を高め、いじめや体罰のない安心・安全な学校づくりに組織とし
て取り組むとともに、生徒や保護者の思いを共感的に受け止め、共に成長する姿勢で日々の教
育活動に臨む。

岩高の良さを追求し、本校の特色化を推進するとともに、その魅力を積極的に発信する。

今年度重点目標


